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があるため、里親養育が活発に行われ、広報活動にも熱心な A 市に協力を依頼し、A 市の里親が抱
える課題の解決策を A 市の里親に内在する資源から引き出すこと、さらにそれを里親と共有するこ
とを目的としたコミュニティ・リサーチを実施した。協力者の募集は、里親支援者が調査に協力で















































































































ら考えると、第 3 章の面接調査、第 4 章のシンポジウムなどで、参加者がどのような体験
をしたのかについて、もう少し厚い記述があると説得性が増したと思われる、との注文も
ついた。 
 いずれも、高い評価をさらに確かなものとするための課題であった。 
 
４．結論 
 以上、審査委員によって示された上記の課題への対応が期待されるものの、論文審査委
員会は全員一致で、本論文の手法および内容、水準ともに博士論文としての要件を満たし
ているものと認め、博士（心理学）を授与するにふさわしいとの結論に達した。 
